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１ 学校評価のねらい （学校・園としての受け止め）

本校の教育活動その他の学校運営について、その達成状況を整理して取組の適切

さを検証することにより、今後の組織的・継続的な改善を図る。また、学校関係者

保護者等から教育活動その他の学校運営に対する理解と参画を得て、信頼される学

校づくりを進める。

２ 評価の方法 （自己評価・学校関係者評価・第三者評価の別、回数、方法等）

（１）全教職員から教育活動その他の学校運営に対して年２回、評価を実施する。

①教育課程の編成・実施に関する評価。

②教育課程の編成と実施を支える条件。

（２）学校関係者（学校運営協議会委員）から教育活動その他の学校運営に対して年１

回、評価を実施する。

①教育活動の状況や学校からの情報提供に関する評価。

②教育環境の状況に関する評価。

（３）全保護者から教育活動その他の学校運営に対して年２回、評価を実施する。

①教育活動の状況や学校からの情報提供に関する評価。

②教育環境の状況に関する評価。

（４）全児童から学校生活・家庭生活について年２回、自己評価する。

①学校での規律ある態度に関する評価。

②家庭での規律ある態度に関する評価。

３ 評価の結果

（１）主な指標の変化

「学校での生活がが楽しい」と評価している児童が、前期・後期とも約９５％を

示している。また、「授業がわかる」と評価している児童が、前期・後期とも約９

６％、係活動や清掃活動などしっかり取り組むことができているも約９７％の児童

が評価している。さらに運動に一生懸命取り組んでいる児童が約９６％である。

保護者への調査では、全２１項目中１７項目で８０％以上の評価を得ている。「目

標をもち、頑張る児童を育てている」では、約９５％で、前期より、２％向上して

いる。一方、８０％に達していない１項目は、「子供は、靴を揃える習慣が身に付

いている。」で、約４２．５％の大変厳しい評価であった。学校では、下駄箱があ

り、その中で靴を揃えることはできるが、下駄箱でないところでは不十分のようで

ある。家庭と連携し、どんな場所でも靴を揃えられる児童を育てていきたい。

（２）学校教育目標の具現化に向けた指標

学校教育目標の具現化に向け、本校で取り組んでいる教育活動や学校運営は概ね

高い評価を得られており、学習にも前向きに取り組み、児童も楽しい学校生活を送



っている。学校教育目標「のぞみにむかってがんばる子」には、児童の約９５％以

上ががんばっていると応え、保護者でも約９４％の評価である。また、宿題等の家

庭学習でも約９５％を超す児童が毎日よく学習し、保護者でも約８１％の評価であ

る。

体力では、項目数で県の平均値を約４４％上回っている。２０ｍｼｬﾄﾙﾗﾝでは全学

年で、立ち幅跳びでは多くの学年で県の平均値を上回った。しかし、上体起こし、

握力、長座体前屈、５０ｍ走の種目では、昨年度からもあまり向上していないこと

もわかった。体育指導や業前運動の指導を通して、運動量を増やして体力の向上を

図ることが課題である。

規律では、大きな声であいさつは約８９％以上、「ありがとう」「ごめんなさい」

がはっきり言えるは約９６％の達成率である。また、「安全に気をつけている」の

は、約８９％である。

（３）学校研究課題の具現化に向けた指標

「授業がわかる」と評価している児童が約９６％、「わかりやすい授業」と評価

している保護者も約９２％である。「授業中よく話を聞き、発表している」と評価

している児童は約８３％、宿題を中心にした家庭学習の取組では、約９７％の児童

がよく取り組んでいる。「学校は、基礎学力の向上に努力している」と評価してい

る保護者は約９１％である。「目標にむかってがんばる」には、児童の約９５％以

上ががんばっていると答え、保護者でも約９１％の評価である。今後は、さらに思

考力、判断力、表現力の育成に向け、授業を工夫改善していくことが課題である。

４ 次年度に向けての展望

宿題を忘れずにしている児童が約９５％、学校が楽しいとする児童が約９６％、

授業がわかりやすいと評価したが約９６％である。宿題を忘れずに行い、学習内容

がわかりやすい、学校が楽しいとしている児童が多いが、授業中、話をよく聞き発

表している児童が約８４％であった。

全国学力調査の結果や保護者のアンケートによれば、基礎的な知識・技能を活用

する場を授業に意図的に用意して、思考力、判断力、表現力を育てることや、自分

の考えを根拠を持って説明できる力を育成するために、授業における発問の工夫や

切り返しの発問、学習活動や発表形態の工夫など指導方法の工夫改善を図っていく

必要がある。

チャイム席、学習の準備、安全に対する実践力等では、今後も更なる向上を目指

して家庭やＰＴＡと連携した継続指導を要する。また、「いじめや問題行動等の防

止に向け、適切に対応していると思う」は、約８５％である。昨年度よりも５ポイ

ント向上したが、約１５％の保護者は、「あまり当てはまらない」「当てはまらない」

「どちらとも言えない」と回答している。今後さらに、いじめ防止に向けた取組を

積極的に家庭や地域に発信していくことで理解していただく。また、家庭へのこま

めな連絡相談にもさらに取り組み、いじめアンケートの実施や学級活動の充実によ

り一層努め、いじめや問題行動防止に対する児童への働きかけを強化する。そして、

「花園小学校いじめ防止基本方針」をもとに、保護者と共に実践する取組をさらに

検討していき、学校運営並びに教育活動の推進を図っていきたい。


